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一般社団法人全国保健師教育機関協議会

ブロック活動報告書

【ブロック名】 北関東、甲信越ブロック

【加　入　校】 26校（2021年3月現在）

【担　当　者】
　ブロック理事：板垣　昭代（獨協医科大学）

　ブロック委員：◎大宮　朋子（筑波大学）、\会沢　紀子（獨協医科大学）

50音順、◎ブロック委員長、\ブロック会計担当、（　　）所属名

【活動方針】

社会情勢や保健師教育の動向を踏まえ、各校・ブロック間で現状や課題を共有し、保健師教育の質
向上を目指すための情報交換や研修により会員校の交流を深める。
全国とブロック、各校間での情報の共有、活動の協力に努め、総会・研修会の運営に役割を果た
す。

2020（令和２）年度
保健師教育の向上のための情報交換と活動の継続、強化を図る。
各種委員会活動への協力を行う。
ブロックでの活動体制を構築する。
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全国保健師教育機関協議会総会、講演会(春季研修）への運営協力
　　日時：2020年6月1日(土)　10：00～13:00
　　場所：日本教育会館

第1回南関東、北関東・甲信越ブロック定例会議・研究会開催（南関東主催、北関東・甲信越共
催）
　　　　日時：2020年9月15日（火）13：00～16：30
        Zoomによるオンライン会議
　　参加者数：48校 90名
　　進行：鈴木　浩子(昭和大学）
　　内容：第1部　定例会議(13:00～13：30）
　　　　　　第2部　研究会(13：40～16：30）
　　　　　　テーマ「新型コロナウイルスを想定した新しい保健師教育の実践例」
　　　　　　話題提供のあと、グループに分かれて情報交換を行った。
話題提供者：杏林大学（大木幸子先生）、東京有明医療大学（掛本知里先生）、
国際医療福祉大学（渡部瑞穂先生）

第2回南関東、北関東、甲信越ブロック定例会議・研究会開催（北関東、甲信越ブロック主催
南関東ブロック共催）
　     日時：2021年1月26日(火)　13：00～16：30
　   　Zoomによるオンライン会議
    参加者:40校　数８８名
　　進行：大宮　朋子(筑波大学）
　　内容：第1部　定例会議
　　　　　 第2部  研究会　話題提供のあと、グループに分かれて情報交換を行った。
　　　　　 １）若者たちの同調圧力―格差社会の生きづらさを人間関係から考えるー筑波大学
          　土井隆義先生
             ２）近年の新入及び若手保健師の傾向とエピソード
             つくば市統括保健師  小野村順子氏
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